
令和６年度 新潟市薬剤師会

依存症ゲートキーパー事業研修会

講 師

城田 起郎 先生
新潟薬科大学 薬学部 助教

【ご略歴】
2009年４月 鹿児島県 北薩地域振興局 保健福祉環境部 衛生・環境課 薬務技師
2012年４月 鹿児島県 保健福祉部 薬務課 薬務技師
2013年４月 新潟薬科大学 薬学部 助手
2022年４月 新潟薬科大学 薬学部 助教

14：30～16：00
ZOOMオンラインセミナー11/30（土）

生きづらさを抱える
若年層による市販薬ODの現状と対策案

～私たち薬剤師に期待される役割～

令和６年

対 象 薬剤師（新潟市、五泉市、阿賀町に勤務又は居住の方）
定 員 ４５０名
受講料 会 員：無料 非会員：2,000円

☆非会員の方は、申し込み後に受講料の決済方法をメールでお知らせします。
一度払い込まれた受講料はキャンセル・欠席等による返金はできません。

申込み 11月15日（金）までに下記アドレスか
右のQR コードより WEB でお申込み下さい。

研修単位 日本薬剤師研修センター１単位，小児薬物療法認定薬剤師制度（小児認定）
※規約により、研修の途中で（一時的であっても）通信が途切れた場合は、基本
的に単位を発行できません。有線回線、光回線など安定した通信環境でのご
参加を強くお勧めします。

その他 ＪＰＡＬＳコードは「15-2024-0033-101」です。
主 催 一般社団法人 新潟市薬剤師会
お問合せ先 新潟市薬剤師会 事務局 TEL：025-243-8931

市販薬の乱用が若者たちの間で急増しています。生きづらさを抱えなが
らもSOSを出せず、風邪薬などの市販薬でつらさを和らげ、一時しのぎを
する「市販薬依存」と言う状態です。
若年層の市販薬ODの現状や背景、ODを防ぐ為に効果的な教育・啓発方

法を一緒に学んでみませんか。

https://forms.gle/uQFth8ZtN2ZJim2D8

https://forms.gle/uQFth8ZtN2ZJim2D8
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